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西日本高速道路株式会社関西支社

和歌山高速道路事務所新社屋　完成
西日本高速道路株式会社
執行役員関西支社長　安達　雅人
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（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　８月２５日　（金曜日）

トールゲート

料金所棟
◆工　事　名／阪和自動車道和歌山高速道路事務所

改築工事
◆工事場所／和歌山市栗栖字中須
◆建　築　主／西日本高速道路株式会社関西支社
◆設　　計／株式会社都市環境設計
◆設計監理／西日本高速道路ファシリティーズ株

式会社
◆施　　工／株式会社森本組大阪支店
◆敷地面積／，．㎡
◆建築面積／，．㎡

◆延床面積／，．㎡
◆構　　造／Ｓ造（事務所棟、大型車庫棟、料金

所棟、特大型車庫棟、立体駐車場棟）、
ＲＣ造（薬剤庫棟、煙火火薬庫）

◆規　　模／地上３階建て（事務所棟、立体駐車
場棟）、地上２階建て（大型車庫棟、
薬剤庫棟）、平屋（料金所棟、特大
型車庫棟、煙火火薬庫、トールゲー
ト）

◆工　　期／年１月１日～年５月９日
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立体駐車場棟 エントランス 玄関前

設計／株式会社都市環境設計　設計監理／西日本高速道路ファシリティーズ株式会社 撮影／建築写真家　村田　義彦

　西日本高速道路関西支社が、阪和自動車道・和歌山ＩＣ内
に建設を進めていた和歌山高速道路事務所の新社屋が完成し
た。新社屋には和歌山県警察高速道路交通警察隊や西日本高
速道路のグループ会社が入り、高速道路の維持管理や災害時
の拠点としての役割を担う。設計は都市環境設計、設計監理
は西日本高速道路ファシリティーズが担当。施工は森本組が
手掛け、段階に分けて各施設を建設するなど入念に工程計
画を立案。品質管理はもちろん、安全対策も徹底し、全工期
無事故・無災害を達成した。

事務所棟

　この度、令和元年度より工事を進め
ておりました和歌山高速道路事務所の
新社屋が完成いたしました。新社屋工
事期間中においては、近隣住民や来訪
者の皆様にご不便をおかけしました

が、無事竣工を迎えることができました。改めて関係者の
皆様におかれましては厚く御礼申し上げます。
　旧社屋は昭和年に建設され、年間に渡って阪和道を
はじめとする高速道路の維持管理のために役割を果たして
きたところですが、来る南海トラフ巨大地震に備えた防災
・災害に強い社屋へと生まれ変わりました。新社屋内には
和歌山県警察高速道路交通警察隊をはじめ、各種ＮＥＸＣ
Ｏグループ会社も配置のうえ協働体制を構築し、有事に備
えているところです。
　南海トラフ巨大地震時の液状化対策としては、事務所か
ら高速道路本線を結ぶ車両動線を確保するために、地盤改
良等の採用により地盤の沈下を抑制させ、緊急車両の出動
に備えております。また紀ノ川氾濫に備え、執務室や防災
対策室、機械室等を階高２階以上に配置し、関係者の安全
の確保、高速道路事業の継続を実現しております。さらには
防災対策室と会議室を隣接させることで拡張性を確保し、
災害時の支援者受入などスペースを確保するとともに、水
道・電気等のインフラについても受水槽や自家発電設備を
設置し、生活防災対策を実現しております。
　また、働く社員の意見を尊重し、『誰もが働きやすく活
発なコミュニケーションの図れる職場』を職場環境のコン
セプトとし、会議室・打ち合わせスペースの増設等、より
コミュニケーションが取りやすい職場へ生まれ変わりまし
た。
　新社屋が将来に渡り、地域の皆様・高速道路をご利用さ
れるお客様から愛され、誇りとして頂けるようにＮＥＸＣ
Ｏグループ一丸となって、新たな一歩を歩み出してまいり
ます。


